
国
語

・促音や拗音、長音を正確に書くことに課題が見られる。
・助詞（「は」「を」「へ」）を正しく表記し、文を書くことに
課題が見られる。

・視覚化、動作化を取り入れながら、繰り返し学習する時間を確保する。ま
た、書く前に声を出して発音した文字を確認してから書くようにさせる。
・国語の授業時間や三小日記を活用しながら、文を書く機会を多く設定す
る。言葉と言葉を接続することを視覚的に捉えたり、間違い探しをしたりし
て理解を深めさせていく。
⇒３学期、自分で文章を書く機会（感想やふりかえり）で正しく文章を書け
ている児童９割を達成するようにする。

算
数

・１０までの数のたし算とひき算の計算に課題が見られる児童は
１割である。
・文章問題において、題意を正確かつ的確に読み取り、正しく立
式することに課題が見られる。

・ブロックなどの具体物を操作することで、視覚的に理解できるようにす
る。
・計算カードを繰り返し行い、定着を図る。
・具体物や図を活用しながら、情報を整理して問題を解いていく。
・文章問題では、十分に考える時間を設ける。
⇒９割以上の児童が正確に計算できるようにし、文章問題は、８割以上の児
童が正しく回答できるできるようにする。

生
活

・身近な自然や社会との関わりについて気付いたり表現したりす
る力に課題が見られる。

・活動のねらいを明確にし、気付いたことを全体で話し合う場を設定する。
体験だけで終わるのではなく、思ったことや気付いたことを言語化して振り
返るようにする。
⇒振り返りの際、したことを書くだけでなく、どんなことに気付いたか書け
る児童が８割達成するようにする。

道
徳

・道徳的諸価値についての理解はできるが、多面的、多角的に考
える力に課題が見られる。

・立場を変えてどう思うか、他の場面だったらどうなるかなど、発問を工夫
し、多面的・多角的に考えたり、実践を振り返ったりする学習活動を設定す
る。
⇒自分の考えを表現できる児童が８割以上になるようにする。（道徳ワーク
シート・発言）
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